
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

 

第 90 号 Ｒ４.９.27（火）

佐賀県教育庁教育振興課 

参加者の感想 

８月５日（金）に「令和４年度小中連携による学力向上推進地域指定事業に係る指定校連絡会」をア

バンセで開催しました。講師に 福岡県筑紫野市立二日市東小学校 副校長 礒部 年晃 氏をお招き

し、演題「全国学力・学習状況調査結果を生かした教科横断的な資質・能力を育む授業改善」で御講演

いただきました。講演後は、指定校の中で、各学校の実践の紹介や、これまでの 

取組の成果と課題についての意見交換を行いました。 

講演のポイントと参加された先生方の感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演のポイント 

〇学力調査結果を生かした学力向上において大切なことは、児童生徒の誤答の理由を考えることである。

そのことが、授業改善のきっかけやヒントにつながる。 

〇学力調査を生かす指導には、予防的指導（指導事項の達成状況が不十分な内容についてなんとか達成

状況にするために予防的方策を構築するもの）と治療的指導（達成不十分な指導事項を適用問題で練

習するもの）がある。（福田 2011） 

〇治療的指導だけではなく、予防的指導も含めた継続した授業改善、教員研修が必要である。 

〇授業改善の成否は、行動前提（規範やその他の文化の諸側面が立脚している基盤的信念）がどれだけ

共有化されているかがポイントとなる。（Owens＆Steinhoff 1977） 

〇学力調査の対象学年、対象教科だけで授業改善に取り組むのではなく、学校全体としてこういうこと

をやっていこうという「行動前提」をつくることが大切である。それが、学校全体の教育力の向上に

つながる。 

〇授業改善に必要な教師の「知識」は、全国調査に関する教育的知識（児童生徒の学力状況）、全国調査

に関する内容知識（育成すべき資質・能力）、全国調査に関する教育的内容知識（全国調査問題・結果

を生かした教材開発、指導の手立て）である。（礒部・益子 2022） 

〇子どものつまずきを基盤として、全教科を巻き込んだ授業改善の方策を考えていく必要がある。 

〇今後の教育データ利活用を見据え、教師自身が全国調査を含めたデータを指導改善に利用できること

も、今後教師に求められる必要な資質・能力となる。 

・全国調査の結果が出て、自分の学校の正答率を全国、県と比較するだけでなく、誤答分析をすること

の意義（生徒のつまずきの本質を探ること、教師側がどのようなことを意識して日々の指導をしてい

けばよいか確認すること）を深く理解することができた。 

・行動前提の共有化、組織的に取り組んでいくことの大切さを改めて感じた。実現可能性、継続可能性

の視点ももちながら、学力向上に向けた取組を進めていきたいと思う。 

 

全国調査結果を生かした教科横断的な資質・能力を育む授業改善に向けて 

授業改善 

 

県内の学校において今後の学力向上に向けた取組の推進の参考となるよう、

講演の動画を配信しています。配信期間は、９月３０日（金）までとなっていま

すので、ぜひ御視聴ください。   （参照：令和 4年 8月 24日付け事務連絡） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語の“つまずき”はココ！ 

 今年度実施された全国学力・学習状況調査において、佐賀県で課題がみられた問題を紹介します。

各学校の分析結果と比較検討し、今後の学習指導の改善・充実に向けた取組につなげていきましょう。 

 

【小学校国語】 ※全国：全国（公立）の割合（％） 

令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果 ～小学校編～ 

佐賀県 全国

1 条件①、②、③を満たしているもののうち、条件①については、a、bの両方を書いているもの 1.3 1.9 ◎

4 条件①、②、③を満たしているもののうち、条件①については、aを書いているもの 14.9 15.6 ◎

6 条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもののうち、条件①については、aを書いているもの 2.5 2.8

7 条件①、②、③を満たしているもののうち、条件①については、bを書いているもの 4.6 5.1 ◎

9 条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもののうち、条件①については、ｂを書いているもの 1.2 1.7

10 条件①、②、③を満たしているもののうち、条件①については、cを書いているもの 15.5 15.2 ◎

12 条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもののうち、条件①については、cを書いているもの 3.4 4.3

0 無回答 14.5 14.5

解答類型 正答
反応率（％）

（正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

①【文章２】のよさについて以下のことを書いている。

　a  聞いたことや経験したことをもとにしていること

　b 最後の段落にがんばりたいことを具体的に書いていること

　c  a、b以外のこと

②【文章２】から言葉や文を取り上げて書いている。

③ 60 字以上、100字以内で書いている。

※解答類型：一部省略 

県 全国 県 全国

３　二
文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよ

いところを見付ける　（思考・判断・表現）
記述式 36.4 37.7 14.5 14.5

設問番号 出題の趣旨（評価の観点） 問題形式
正答率 無解答率

★指導の 

ポイント★ 

自分が書いた

目的や意図を相

手に伝えたり、

感想や意見を具

体的に伝え合っ

たりすることが

できるように指

導することが大

切です。 

※中学校は、次号でお知らせします。 



★指導のポイント★ 

生活経験を基に、日常の具体的な場面に対応させなが

ら、飲み物の量に対する果汁の量の割合が、飲み物の濃

さを表していることを理解できるように指導すること

が大切です。 

★指導のポイント★ 

概数にして見積もる際には、概数にして計算した結果

と、実際の数の積との大小関係について話し合う場面を

取り入れながら指導していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 全国 県 全国

１　（４）
示された場面において、目的に合った数の処理の仕方

を考察できる　（思考・判断・表現）
選択式 28.8 34.8 0.5 0.9

設問番号 出題の趣旨（評価の観点） 問題形式
正答率 無解答率

佐賀県 全国

1 １と解答しているもの 68.7 67.9

2 ２と解答しているもの 10.9 9.3

3 ３と解答しているもの 21.4 ◎

99 上記以外の解答 0.6 0.5

0 無回答 0.8 1.1

解答類型
反応率（％）

正答

１９.０

算数の“つまずき”はココ！ 

【小学校算数】 

県 全国 県 全国

２　（３）
示された場面のように、数量が変わっても割合は変わ

らないことを理解している　（知識・技能）
選択式 21.4 0.8 1.1

設問番号 出題の趣旨（評価の観点） 問題形式
正答率 無解答率

19.0

佐賀県 全国

1 アと解答しているもの 28.8 34.8 ◎

2 イと解答しているもの 4.9 4.8

3 ウと解答しているもの 55.7 49.8

4 エと解答しているもの 9.8 9.3

99 上記以外の解答 0.3 0.5

0 無回答 0.5 0.9

解答類型
反応率（％）

正答



★指導のポイント★ 

はね返した日光を地面に当てたり、はね返した日光の

間に紙を入れたりするなどして、主体的に問題解決をす

る中で、はね返した日光が直進することを捉え、説明す

る場面を取り入れながら指導していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科の“つまずき”はココ！ 

【小学校理科】 

県 全国 県 全国

３　（１） 日光は直進することを理解している　（知識・技能） 選択式 29.1 27.8 0.4 0.6

設問番号 出題の趣旨（評価の観点） 問題形式
正答率 無解答率

インフォメーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 全国学力・学習状況調査「解説資料」「報告書」について 
 

 

国立教育政策研究所から各学校等に、全国調査の「解説資料」「報告書」が送付されています。 

「解説資料」では、出題の趣旨、学習指導要領における領域・内容、解答類型等についてまとめら

れています。 

「報告書」では、設問ごとの解答状況、成果や課題の有無、特徴的な解答の分析、学習指導の改善・

充実を図る際のポイント等がまとめられています。 

また、今年度から、調査結果の課題分析と課題の解決を図る事例を一体的に示すことで学習指導の

改善・充実に資するよう、授業アイディア例が報告書内に掲載されています。 

今回の調査で見られた課題は、調査対象である小学

校 6 年生と中学校 3 年生だけではなく、学校全体で

組織的・継続的に改善を図っていくことが大切です。 

日々の授業や研修会など、様々な場面で活用し、

児童生徒の学習状況の改善につなげましょう！ 

※「解説資料」「報告書」は、国立教育政策研究所のウェブページでも御覧いただけます。 

佐賀県 全国

1 １と解答しているもの 13.1

2 ２と解答しているもの 45.4 48.6

3 ３と解答しているもの 29.1 27.8 ◎

4 ４と解答しているもの 11.1 9.8

99 上記以外の解答

0 無回答 0.4 4.6

解答類型
反応率（％）

正答

１４.０

０．０ ０．０

※掲載している調査問題は、国立教育政策研究所の 

ウェブページから引用しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
県教育委員会では、学力向上に係る PDCA サイクルの確立の要として、大学関係者、有識者、保護

者代表者、市町教育委員会代表者、学校教育関係者で構成する「佐賀県学力向上対策検証・改善委員

会」を設置して、全国調査や県調査の結果分析を通した課題の抽出、指導方法等の検証・改善に向けた

協議を行っています。令和 4 年 8 月 29 日に開催した第１回委員会における主な意見を紹介します。 

「学力向上だより」についての感想などをお聞かせください。 
 「第○号のあの記事が参考になった」、「こういった内容を取り上げてほしい」など、先生方の感想
や御意見をぜひお聞かせください。お待ちしています。 

また、「私の取組紹介」のコーナーでは、先生方の実践や授業アイディアを随時募集しています。
自薦、他薦は問いません。どうぞお気軽に！  

どちらも次のアドレスまで送信ください。 【アドレス】gakuryoku-k@pref.saga.lg.jp  

 

令和 4 年度 第 1 回佐賀県学力向上対策検証・改善委員会 における主な意見 


